	ワークショップ５　『英語ノートを使ったＯＵＴＰＵＴ』の進め方（Ａ会場）

英語ノート２　Ｌｅｓｓｏｎ４　できることを紹介しよう

旭川市立共栄小学校　　森　　弘美
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１つのＬｅｓｓｏｎのまとめには，「実際にはこんな場面で使えるんだ！」と思えるような活動を取り入れてはいかがでしょうか?活動の中には，あいさつなど，日常のやりとりをたくさん盛り込みたいものです。
· 基本文　　　Ｃａｎ　ｙｏｕ　～？　　Ｙｅｓ，Ｉ　ｃａｎ．　Ｎｏ，Ｉ　can’t.
Ｉ　ｃａｎ　～.　　　Ｉ　can’t　～. 
· 語句　　　　ｐｌａｙ　ｓｏｃｃｅｒ　　ｐｌａｙ　ｂａｓｅｂａｌｌ　　play tennis　play table tennis
             make an omelet  play the piano  play the guitar　 ride an unicycle 
             play kendama  +子どもたちが伝えたい言葉

《Let’s　Ｐｌａｙ　Ｔｏｇｅｔｈｅｒ！》 できることが同じ仲間を見つけよう！

準備…できるものカードを互いにわからないように配る。（自由に選ばせてもよい）
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《自慢大会をしよう》 友達の自慢をほめて盛り上げよう！

· ショー・アンド・テルのときに，周りの子はほめ言葉を言う。
· できることが複数あるときは，できれば別の言葉を言う。
· できないことの発表に対して，はげまし言葉を言うなど活動を広げることもできる。

【流れ】



































＊カードを偶数ずつ配ると必ずペアができる。複数配って，その人数だけ集まるルールにしてもよい。





（ほめ言葉）


Wow!


Great!


Excellent!


Wonderful!�Cool!　　など      





Ａ；Ｈｅｌｌｏ！


Ｂ；Ｈｅｌｌｏ！


Ａ；Ｃａｎ　ｙｏｕ　～？





（カードが同じ場合）　


Ｂ；Ｙｅｓ　Ｉ　ｃａｎ！Ｉ　ｃａｎ　～.Ｃａｎ　ｙｏｕ～？


Ａ；Ｙｅｓ，Ｉ　ｃａｎ！Ｉ　ｃａｎ　～，too．


ＡＢ；Let’s　～，ｔｏｇｅｔｈｅｒ！


・（仲間が見つかったら座る）





（はげまし言葉）


Don’t worry.


Never mind.


That’s OK.


No problem.


          など





Hello.


My name is ～.


I can play baseball.  (Cool!)


I can make cake.    (Excellent1)


But I can’t ride a unicycle. (No problem.)


Thank you.











（カードがちがう場合）


Ｂ；Ｓｏｒｒｙ．Ｎｏ，Ｉ　can’t～.


I can’t ～．　　Ｃａｎ　ｙｏｕ～？


Ａ；Ｓｏｒｒｙ．Ｎｏ，Ｉ　can’t～． I can’t～.


ＡＢ；Ｓｅｅ　ｙｏｕ.


・別の人に質問する。


　　





（全員仲間になったら，何ができる仲間か発表する）


全員；What can you do?


仲間；We can　～.








